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⾦沢⼤学における学術データポリシー制定・改訂
と北陸地区への展開活動

⾦沢⼤学 
先端科学・社会共創推進機構

⻑井 圭治
学術メディア創成センター

髙⽥ 良宏・笠原 禎也

国⽴情報学研究所オープンフォーラム2024
〜地域の⼒で切り開く、
研究データ管理のこれから〜

June. 12, 2024
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背景（コアファシリティ構築支援プログラム）
・ 学術データポリシー制定とデータ管理（GakuNIN RDM活用）

・ 北陸ファシリティ・技術人材ネットワークの構築と活動

計画（研究データ管理スタートアップ支援事業）
・ 「AI等の活用を推進する研究データエコシステム推進事業」における

位置付け〜データポリシー見直し・ガイドライン等の整備〜

実施状況
・ データポリシー見直し・ガイドライン等の整備
・ 北陸地区への展開

今後の予定
・ 北陸研究データ基盤コンソーシアム
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3背景：「コアファシリティ構築支援プログラム」におけるデータ管理

理  事 （研究担当）

研究基盤統括本部運営委員会

戦略立案・融合研究推進部門
教員・URA・技術職員
産学連携コーディネータ

研究教育支援・技術開発部門
技術職員・技術補佐員

学内研究支援組織・共同利用施設をプラットフォームに統合

ものづくり受託
プラットフォーム

ライフサイエンス
プラットフォーム

ﾃﾞｰﾀﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ･ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ
解析受託プラットフォーム

マウス行動
実験用迷路

次世代
シークエンサー

NMR高速AFM

複合加工機

基盤設備共用・機器分析
受託プラットフォーム

イメージング
遺伝子改変
マウス

Society5.0に対応した
新しい研究支援

データ解析
（統計処理/AI/可視化）
データマネジメント
（管理・共有・公開）

金沢大学 研究基盤統括本部

施設・共用設備・ルール・人材・データを全学一元化

学長補佐（研究力強化担当）
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大学改革推進委員会
（統括：学長）

エビデンス提示
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人事課 財務部
事務部連携

受託サービス
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試行開始

データ
ストレージ

配置

環境・安全衛生・廃棄物管理部門
教員・技術職員

トップダウンで追加 事業前倒し実施

人材育成部門
教員・技術職員・技術補佐員
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4背景：「コアファシリティ構築支援プログラム」における地域ネットワーク

2023.1 https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu28/houkoku/1418594_00001.htm
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5背景：北陸ファシリティ・技術人材ネットワークの活動

私立大学

金沢医科大学

公設試

福井県工業試験センター

石川県工業試験場

石川県科捜研

NITE NEXCO中日本

北陸地域における設備・人材の共有と技能伝承
参画組織：富山大/福井大/北陸先端科学技術大学院大/金沢医科大/富山県立大/石川県立大/

福井県立大/石川県工業試験場/石川県警科捜研/製品評価技術基盤機構等 １５機関

• 受託サービスを開始

• 北陸の装置(540設備)・
技術人材の見える化
• 技術職員の共同講習会

福井県立大学

中小機構

ネットワーク参画機関で働く技術人材と
そのスキルをデータベース化・公開

・ネットワークの共同利用設備を活用したリカレント教育
「データ取得・管理・活用を進める」技術人材育成プログラム

• 設備共同利用のノウハウ共有

ネットワーク内外機関と
スキルアップ・チームワーク研修

富山県産業技術
研究開発センター

機関・⽒名・技術分野・スキル DB

ワークショップ  2023.8

• ネットワーク間連携

基調講演
文部科学省 研究環境課
「研究設備・機器の共用推進に
向けたガイドラインの概要」

活動紹介（横連携）
各機関の特徴ある取組
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6位置付けと計画：「研究データエコシステム構築事業」

AI 等の活用を推進する研究データエコシステム構築事業AI 等の活用を推進する研究データエコシステム構築事業
https://www.nii.ac.jp/creded/nii_ac_jp_creded.html

研究データエコシステム

研究データ管理スタートアップ支援事業
研究者の行動変容を促す「研究DX」を推進するため、研究データポリシー策定、研究データマネジメント体制
整備といった、研究データ管理のノウハウを中核機関群のもとで構築し、各地域において核となる拠点大学を
中心に、各大学・研究機関等の組織に伝搬させていく取り組みです。

迅速な相談、密な連携
現状課題の共有

中核機関群

実施状況

今年度

対象地域の拡大を目指す
来年度以降

各地域における核となる拠点大学群

司令塔機能を果たし、相談 ・連絡やデータの解析等を行う。
　中核機関群での取り組み
　　研究データ管理のノウハウ構築
　　システム提供によるモデル大学支援
　　コミュニティ活動支援
　　相談結果のフィードバック
　　他大学の情報共有

核となる拠点大学を全国に作り支援。�各拠点大学が地域の多様な大学を支援。
潜在需要が想定される大学も含め、�コミュニティを広げていく。
　想定されるコミュニティ内での取り組み
　　課題抽出
　　　データマネジメント体制の構築
　　　データポリシーの構築
　　スキル ・ ノウハウの蓄積
　　他大学の情報共有

本事業は、ルール ・ ガイドライン整備チーム（リーダー：名古屋大学）が統括する
地域ごとに支援機関と複数の被支援機関による支援の仕組み（コンソーシアム体）を設ける
支援機関は、令和 5年度は名古屋大学（東海地域）、金沢大学（北陸地域）とする
名古屋大学：�　
　「研究データエコシステム東海コンソーシアム」を発足　<正会員 8機関、準会員 4機関が加盟済み >�　
　https://icts.nagoya-u.ac.jp/ja/information/event/2023-07-21-consortium.html
金沢大学：
　学内に研究データエコシステム整備WG を設置し、データポリシーの見直しとデータ利活用のための
  ガイドライン等の整備を実施

AI 等の活用を推進する研究データエコシステム構築事業AI 等の活用を推進する研究データエコシステム構築事業
https://www.nii.ac.jp/creded/nii_ac_jp_creded.html

研究データエコシステム

研究データ管理スタートアップ支援事業
研究者の行動変容を促す「研究DX」を推進するため、研究データポリシー策定、研究データマネジメント体制
整備といった、研究データ管理のノウハウを中核機関群のもとで構築し、各地域において核となる拠点大学を
中心に、各大学・ 研究機関等の組織に伝搬させていく取り組みです。

迅速な相談、密な連携
現状課題の共有

中核機関群

実施状況

今年度

対象地域の拡大を目指す
来年度以降

各地域における核となる拠点大学群

司令塔機能を果たし、相談 ・連絡やデータの解析等を行う。
　中核機関群での取り組み
　　研究データ管理のノウハウ構築
　　システム提供によるモデル大学支援
　　コミュニティ活動支援
　　相談結果のフィードバック
　　他大学の情報共有

核となる拠点大学を全国に作り支援。�各拠点大学が地域の多様な大学を支援。
潜在需要が想定される大学も含め、�コミュニティを広げていく。
　想定されるコミュニティ内での取り組み
　　課題抽出
　　　データマネジメント体制の構築
　　　データポリシーの構築
　　スキル ・ ノウハウの蓄積
　　他大学の情報共有

本事業は、ルール ・ ガイドライン整備チーム（リーダー：名古屋大学）が統括する
地域ごとに支援機関と複数の被支援機関による支援の仕組み（コンソーシアム体）を設ける
支援機関は、令和 5 年度は名古屋大学（東海地域）、金沢大学（北陸地域）とする
名古屋大学：�　
　「研究データエコシステム東海コンソーシアム」を発足　<正会員 8機関、準会員 4機関が加盟済み >�　
　https://icts.nagoya-u.ac.jp/ja/information/event/2023-07-21-consortium.html
金沢大学：
　学内に研究データエコシステム整備 WG を設置し、データポリシーの見直しとデータ利活用のための
  ガイドライン等の整備を実施

2024年度



7

7現行データポリシーとデータ管理環境整備

ARCADE2   https://www.rdm.kanazawa-u.ac.jp

(ARCADE2)



8北陸地区への展開 １

「AI等の活⽤を推進する研究データエコシステム構築⽀援事業」の推進のため、その背景やNIIを中⼼とする本事業
の概要と進捗を、北陸地区で共有するとともに、その実施のためのデータマネージメントポリシーやガイドライン、
その他規則の整備と学認RDMの活⽤等に関する⾦沢⼤学の取り組みを紹介します。
「研究データ管理スタートアップ⽀援事業」の⽀援機関として、北陸地区において当該事業の推進を進めるべく、情
報共有と研究データエコシステムの構築の推進を北陸地域で展開することを⽬的とします。

⽇時 令和6年2⽉20⽇（⽕）13時00分〜16時50分

会場
⾦沢⼤学 ナノ⽣命科学研究所 4階⼤会議室
対⾯+オンライン開催

第1回 北陸地区学術データ基盤セミナー
〜コアファシリティ連携から研究データエコシステム構築を⽬指して〜

対象

主催

⾦沢⼤学

国⽴情報学研究所

参加費

事前申込
必要

無 料北陸地区を中⼼に、図書館、研究推進、教育
推進、産学連携、⼤学IR、情報基盤などの担
当者（他の地域からの参加歓迎）

趣旨説明 ⾦沢⼤学 学術メディア創成センター⻑ 笠原禎也
開会挨拶 ⾦沢⼤学 理事（情報担当）・副学⻑ 森本章治
基調講演 ⽂部科学省 研究振興局 参事官情報担当付 学術基盤整備室⻑ 藤沢 亘

AI等の活⽤を推進する研究データエコシステム構築事業について 国⽴情報学研究所 中野恵⼀
招待講演 ⼤学間の連携／コアファシリティについて ⼤阪⼤学 古⾕浩志

ARIM事業／研究データ管理の状況について 北陸先端科学技術⼤学院⼤学 ⾼村由起⼦
⾦沢⼤学の取組と構想 北陸ファシリティ・技術⼈材ネットワークの取組について ⾦沢⼤学 ⻑井圭治

⾦沢⼤学における学術データ管理基盤システムについて ⾦沢⼤学 髙⽥良宏
⾦沢⼤学における研究データポリシーの整備状況と北陸地区研究データコンソーシアム構想

 ⾦沢⼤学 笠原禎也
フリーディスカッション（現地参加者のみ）

参加者 オンサイト   46名
オンライン 175名

全国からの
ご参加ありがとうございました



9北陸地区ポリシー制定状況

「金沢大学 学術データマネジメントポリシー」
（令和4（2022）年3⽉11⽇制定）

「国立大学法人福井大学 研究データ管理・公開ポリシー」
（令和5（2023）年7⽉19⽇学長裁定、「解説」あり）

「北陸先端科学技術大学院大学 研究データ管理・公開ポリシー」
（令和5（2023）年12⽉4⽇学長裁定、「解説」あり）

（制定日順）
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第2回 北陸地区学術データ基盤セミナー
〜北陸研究データ基盤コンソーシアムキックオフミーティング〜

北陸地区への展開 ２ （今後の予定）

オープンサイエンスやオープンイノベーションが求められる中、データの取り扱いについて、ポリシーやルール作
りが不可⽋です。今回のセミナーでは、北陸地区の⼤学間で、実際のポリシー策定に関する情報を共有し、またそれ
を実際に運⽤する場合の課題等についても情報交換することを⽬的とします。
「研究データ管理スタートアップ⽀援事業」の⽀援機関として、北陸地区において当該事業の推進を進めるべく、
「北陸研究データ基盤コンソーシアム」を⽴ち上げ、そのキックオフミーティングといたします。

⽇時 令和6年7⽉23⽇（⽕）13時00分〜16時00分

会場 ⾦沢⼤学 学術メディア創成センタープレゼンテーション室 対⾯+オンライン開催

対象 北陸地区を中⼼に、図書館、研究推進、教育推進、産学連携、⼤学IR、
情報基盤などの担当者

主催 ⾦沢⼤学

参加費

事前申込
必要

無 料

後援 国⽴情報学研究所（予定）

趣旨説明 ⾦沢⼤学 学術メディア創成センター⻑ 笠原禎也
各⼤学の取組について 福井⼤学・北陸先端科学技術⼤学院⼤学・⾦沢⼤学
招待講演 研究データ公開を進めるための実効的ポリシー策定 iCRAFT事務所 弁護⼠ 内⽥誠

■以下 オンライン配信無し（現地参加者のみ）
⾦沢⼤学改訂版学術データポリシーの実施細則案とガイドライン案について
フリーディスカッション

参加申込⽅法

以下の事前登録フォームからお申込みください

https://ws.formzu.net/dist/S602190513/

https://ws.formzu.net/dist/S602190513/

